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【研究報告】 

ちんどん屋を記録する－「環境」を軸とし

た芸能研究の可能性に関する考察に向けて 

 

相原 進 

京都大学 

1. 目的 

本研究の目的は、路上で演じられる芸能のひ

とつとして街頭宣伝業の「ちんどん屋」に着目

し、演者たちが周囲の環境をどのように把握し、

どのように芸能がおこなわれる場を創り出し

ているのかを明らかにすることを通じて、芸能

と環境との関係を考察することである（写真 1）。

ただ、演者であるちんどん屋の実践は多岐に渡

る上、現場では宣伝の依頼主やライバル店など

多くのアクターも加わってくる。紙幅の都合も

あるため、本研究では「環境」をめぐる先行研

究を踏まえた上で、第 1 にちんどん屋の演者に

よる「環境」の認識、第 2 に演者による「環境」

の創出という 2 点に絞って論じる方針を採る。 

 

写真 1 ちんどん屋の街頭宣伝（筆者撮影） 

 

2. 先行研究 

2.1 芸能研究における「環境」 

芸能研究において「環境」は重要な位置を占

めている。芸能の「環境」に着目する方法と、

所作などの「芸態」を対象とする方法は、芸能

研究における 2 つの潮流であった（相原 2007）。

「環境論」の論者である林屋辰三郎は、環境に

着目した方法について次のように述べている。 

日本文化，特に芸能文化の特質を説こうと

するのであるが、私はその方法として環境 

milieu の側面から考えたいと思う。（…中

略…）私は日本の社会に対する研究を実証

的に理性的に進め、日本文化を育成した社

会的環境を究明し、その側面から真実の風

姿を忌憚なく眺めるべきものと思う。そう

することによって文化と社会との単なる

並列的な関係でなしに、社会が文化の内部

に如何に生かされ文化が社会の影響を如

何に受けるか、換言すれば社会的環境が如

何なる文化的特質を形成するかが明らか

にされるであろう（林屋 1947:29）。 

 

 このような方針のもとで、林屋は芸能の特質

の 1 つとして、演者と観客による主客一体の場

が形成される「結座性」を示し、さらに芸能を

取り巻く 3 つの条件として「自然的条件」「政治

的条件」「思想的条件」を挙げた上で芸能研究を

展開させた。林屋の「結座性」を継承・発展さ

せた守屋毅は、芸能の特質のひとつとして「虚

構」を挙げ、芸能の場においては、現実世界と

異なった独自の時間と空間のスケールが形成

されることを指摘した（守屋 1992）。 

 

2.2 2 つの「環境」－milieu と Umwelt 

林屋と守屋の論考を踏まえ、本研究では 2 つ

の点に着目したい。1 点目は林屋の引用に登場

する「milieu」についてであり、2 点目は林屋

と守屋における「環境」の捉え方の違いである。

「環境」概念に関しては稲垣（2008）が「milieu」

と「Umwelt」の違いに着目して、今日の環境論

に至る前史について考察している。稲垣は、コ

ント、スペンサーなどによる環境論を「milieu」、

ユクスキュルなどの環境論を「Umwelt」の原義

から考察することを通じて、環境論の系譜を整

理した。稲垣によると、「milieu」は 2 つのもの

の中間にある場所であり、コントでは「物と物」

までの考察に留まっていたが、ベルナールでは

「環境すなわち外的因子の有機体への影響を
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研究する学問」として「内部環境の発見」へ発

展したとされる。一方の「Umwelt」はユクスキ

ュルに代表される視点であり、「Umwelt」という

語は、取り囲まれた状態を示す「Um」と世界

「Welt」とを合わせたものであって、ユクスキ

ュルなどにおける「環境」が「取り囲む・世界」

を扱ったものであることを指摘している。 

稲垣の論考を踏まえると、先に挙げた林屋の

引用では、林屋は日本語の文にあえて「milieu」

の語を付け足しており、その論考も演者と観客

との関係が中心にあったことから「2 つのもの

の中間にある場所」として「環境」を捉えてい

たと考えられる。その上で芸能の特質として

「結座性」を示したことで、「Umwelt」としての

「環境」への道筋を示したことになる。そして

守屋が芸能の特質として「虚構」を示したこと

で、より一層「Umwelt」としての「環境」が強

調されることになった。 

以上の考察を踏まえると、林屋と守屋におい

ては「milieu」と「Umwelt」の双方の視点が内

包されており、これらは対立するものではなく、

彼らの方法を応用する際は、2 つの「環境」と

の関係を踏まえることが重要となる。そこで本

研究における方針として、第 1 に演者による「環

境（milieu）」の認識、第 2 に演者による「環境

（Umwelt）」の創出を考察することにした。 

 

3. 調査概要 

3.1 調査対象 

「ちんどん屋」とは、和装やピエロのような

派手な扮装をして、商店などの宣伝をおこなう

広告代理業である。宣伝の際は 3、4 人程度の編

成になることが多く、鉦と太鼓を組み合わせた

「ちんどん太鼓」、管楽器・アコーディオン等を

演奏する「楽師」、大太鼓の「ゴロス」、ビラ配

りや看板持ちなどの役割を各自が分担する。宣

                                                      

1 本研究では、調査許可と調査計画の詳細を示す必要が

伝方法は、歌謡曲や流行歌などの音楽に加え、

口上、ビラ、看板、踊り、歌舞伎や舞踊の所作

を応用した歩き方や身振りなどを用いる。 

本研究では、大阪市を拠点とする「ちんどん

通信社」による街頭宣伝を調査対象とした。ち

んどん通信社は 1984 年に林幸治郎をリーダー

として開業した。現在は計 22 人のメンバーが

所属しており、宣伝以外にもステージや寄席な

どで幅広く活動している。林氏はテレビ、新聞、

著書などで情報発信を続けており、この業界を

代表するちんどん屋の 1 人であると言える。 

芸能としてちんどん屋の街頭宣伝を考えた

場合、他の芸能と異なる点が 3 つある。1 つめ

は、広告主から依頼を受けておこなう宣伝であ

って、宣伝効果を上げる必要があることが挙げ

られる。仮にちんどん屋自身が拍手喝采を浴び

ても、売り上げが伸びなければ広告主の希望は

達成されなかったことになる。2 つめは、歩き

ながら宣伝するため、つねに上演の場と観客と

が変化し続ける点である。3 つめは、路上にお

いて、ちんどん屋を見ることを前提としている

人々がいないことである。路上で演じるという

点のみならば多くの民俗芸能や祭礼も同様で

ある。しかしちんどん屋の観客となる人々は、

もともと日常生活や通行など他の目的のため

に路上にいるのであって、ちんどん屋に会うこ

とを一切予想していない。そのため、ちんどん

屋が住民などに受け入れられることが重要と

なり、受け入れられなかった場合、結果的に宣

伝効果にも支障を来すことになる。 

 

3.2 調査方法 

本研究の調査は、大阪市港区の青木薬店の協

力のもとで実施した1。青木薬店は開業 25 年目

の薬局で、大阪メトロ「朝潮橋駅」から約 200m

に位置している。同店のオーナーである青木美

あったため、青木氏の氏名と店名を実名で記載する許可

を得ている。 
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香子氏は歌手もしており、ちんどん通信社とも

ステージで共演する機会が多く、筆者とも面識

があった。青木氏に対し、筆者の費用負担で青

木薬店の宣伝をちんどん通信社がおこない、そ

の中でのちんどん屋の演技および町の人々と

のやり取りの記録を取ることと、宣伝効果を知

るために売上と来客数の記録が必要であるこ

とを説明した上で調査に協力していただいた。

実施前には、ちんどん通信社リーダーの林氏、

同社マネージャーの I 氏、青木氏を交えて打ち

合わせをおこない、宣伝はちんどん太鼓、楽師、

ビラ配りの 3 名編成で、毎月 2、3 回、おもに木

曜日に実施することになった1。調査時期、調査

地、調査方法は以下のとおりである。 

・調査時期：2021 年 10 月～2022 年 7 月、以後

も継続中。 

・調査地：大阪市港区。 

・調査方法：IC レコーダー（SONY ICD-UX575FBC）

とコンデンサーマイク（SONY ECM-CS3）での

路上の人々とのやり取りの記録、GPS で経路

の記録、メガネ型カメラ（YIMOJI QVA-QW）を

用いて動画を記録した。また、現場および仕

事以外の場において、演技方法などに関する

非構造化インタビューを実施した。 

 

4. フィールドの事例①－「環境」の認識 

4.1 視覚による認識 

本節では、演者による視覚と聴覚を通じた

「環境（milieu）」の認識ついて事例を交えて考

察する。演者たちは、通行人の立ち居振る舞い

や表情の変化などを見ながら宣伝をおこなっ

ている（新倉 2007）。また、人の多さや交通量、

ライバル店が周囲にないかといった情報も得

                                                      

1 たとえば富山県で毎年 4 月に開催される「全日本チン

ドンコンクール」では 1 チーム 3 人でそれぞれの技を競

い合う。歴史的には明治期の楽隊広告のように 20～30 人

以上の規模で宣伝をおこなう事例もあるが、大正末期以

降の街頭宣伝は小規模で行うのが通例となった。筆者が

東京で立ち会った例では、パチンコ屋の新規開店で約 30

人のちんどん屋を雇うことがあったが、この場合も 3、4

ている。これらのような状況は、その場に居合

わせている筆者でもおおよそ把握でき、それら

に対するちんどん屋の反応も理解できる。 

しかし、筆者では非常にわかりにくい視覚情

報であっても、ちんどん屋の演者は把握してい

る場合がある。2022 年 7 月 24 日の事例を挙げ

る。本調査は通常木曜日に実施していたが、こ

の日は初めて日曜に宣伝をおこなうことにな

った。猛暑が続いており、歩行者や自転車の通

行人は見かけるものの、公園などにはほとんど

人がいなかった。しかし民家や団地には窓を開

けている家が平日よりも明らかに多く、ちんど

ん屋の演奏を聞いた人が窓から顔を出して様

子を見ることがあり、そのような人々に対し演

者が話しかけたり、手を振って応えたりするや

り取りが、この日のおもな宣伝方法となった。 

路上に姿は見えなくても屋内にいる人々が

ちんどん屋の音楽を聞いていることに関して

は、阿部が「響き（resonance）」という概念を

用いて考察しており、事例のように窓から顔を

出す観客は「響き」の成果であると言える2。視

覚との関連で着目すべきは、遠くの建物やマン

ションの上層階のようなわずかな視覚情報で

あっても演者が把握しており、手を振ったり声

をかけたりしている点である。同日にちんどん

太鼓を担当した U 氏に尋ねてみたところ、U 氏

は通行人や目の合った人を凝視せず、あえて目

を合わせないようにしており、その理由として

「見つめると相手が引いてしまう」と述べた。

目に力を入れず、一点を凝視ないことで視野を

広く保てることは武術の研究などでも知られ

ている3。U 氏は「相手が引かない」ことを目指

しつつ視野を広く保つことができており、微細

人ごとの小編成に小分けした上で、各方面に分散させて

宣伝していた。 
2 阿部はちんどん屋の宣伝について、屋内まで音が伝わ

ることに加え、その地域での評判や噂として宣伝が伝わ

ることも含めて「響き」としている（Abe 2018）。  
3 武術などにおいて目の力を抜いて視野を広く保つ方法
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な視覚情報も得ていたと考えられる。 

 

4.2 聴覚による認識 

 演者たちは、路上の環境音や通行人からの声

掛けなどの聴覚情報を得ながら宣伝をしてい

るが、視覚では得られない状況を知るために聴

覚情報を用いることがある。先に挙げた事例で

ビラ配りを担当した K 氏は、U 氏と同様に広い

視野を保ちつつ、「窓やドアを開ける音も聞い

ている」と述べた。宣伝では、ちんどん屋が通

り過ぎてから、屋内の住人がドアを開けて外の

様子を伺いに出てくる場合がある。音を手がか

りにすることで、背後で新たに発生した観客に

声をかけたり、チラシなどを渡したりする機会

を逃さないことができるのである。 

ちんどん屋の特徴的な聴覚認識として、周囲

からの音の返りによって適度な音量を把握し

ている事が挙げられる。この点についてリーダ

ーの林氏は、2021 年 10 月 9 日の調査中に「跳

ね返ってくる音を聴いて、いい大きさにするん

よ。家の中でも音楽は聴こえるけど気にならな

いというね」と述べていた。2022 年 4 月 23 日

に楽師を担当した H 氏も「音の返りで、これく

らいかなと考えながらやってる。あっちの大通

りだったら開けてるから、もうちょっと大きい

音を出してもいい」と述べており、歩いている

中での「環境」の変化に応じて音量を変えてい

ることがわかった。 

 2021 年 11 月 11 日の調査では、演者が音の返

りを把握できなくなる状況になった。天気予報

は晴れであったが、宣伝の開始後に雨が降り始

め、雨脚が強まるたびに雨宿りをすることにな

った。宣伝中、自転車に乗った男性がビニール

傘 3 本を差し入れしてくれた（写真 2）。ちんど

ん太鼓を担当した F 氏は、ちんどん太鼓に傘を

                                                      

は「遠見」などと呼ばれ、相手のどこを見るかという

「目付」との関係で考察されてきた。古くは宮本武蔵の

『五輪書』にも記述があり、今日の武道研究においても

視線計測装置を用いた研究がおこなわれている（恵土他 

取り付けたものの、傘のせいで音の返りがわか

らなくなった。F 氏は「傘で籠もってしもて、

周りから跳ね返ってくる音も、自分の音も、ま

ったく聞こえへんし腹立ったわ」と述べていた。

F 氏によると、本来は事前に傘なども含め雨天

時のための支度をするが、この日は突発的に雨

天となり、通行人が雨天用の支度に適していな

い傘を差し入れしたことで音の返りを把握で

きなくなったとのことである。ただ、このよう

な状況は稀であり、本研究としては、音の返り

をめぐる貴重な事例に立ち会えたと言える。 

 
写真 2 差し入れの傘を取り付ける様子（筆者撮影） 

 

5. フィールドの事例②－環境を創る 

 本節では、演者による路上での「環境

（Umwelt）」の創出について考察する。2021 年

12 月 16 日の宣伝の途中、楽師の H 氏が「瀬戸

の花嫁」（1972 年発売の歌謡曲）の演奏をはじ

めた直後、ちんどん太鼓の T 氏が行く先に幼稚

園があることに気づき、両手を振って子供たち

に呼びかけた（写真 3）。楽師の H 氏は「瀬戸の

花嫁」を冒頭の 1 フレーズのみで切り上げ、ア

ニメソングの「アンパンマンマーチ」に曲を変

えた。T 氏が園児たちに「みんな、もうすぐク

リスマスがやってくるよね。『赤鼻のトナカイ』

さん、知ってますか？一緒に歌ってくれます

か？」と呼びかけ、楽師の演奏とちんどん太鼓

に合わせて、園児たちは「赤鼻のトナカイ」を

1995）。U 氏の場合、広く保った視野の範囲内で何かが起

こったことまではわかるが、具体的に何が起こったかを

即座に把握できているのではなく、それをきっかけにそ

の方向を見てから状況を確認すると述べていた。 
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歌った。幼稚園の向かいには作業所があり、そ

の様子を見るために 7 名が屋外に出てきて、手

拍子などをしながら鑑賞した。 

 これは、本来ちんどん屋が芸をおこなうこと

が想定されていなかった路上において、多くの

人々を巻き込みながら、独自の時間・空間のス

ケールを持つ「環境」を創ることができた事例

であると言える。ただ、宣伝の現場では 1 人の

みの歩行者に短い声掛けをしてチラシを渡す

だけでも「環境」を創るという点では同様であ

り、さらに付け加えると、前節で挙げた団地の

事例のように、見た目の上では路上に誰もいな

い状況でも、演者の立場では、屋内で聴いてい

る人々を想像しながら「環境」を創る状況が続

いていると言うことができる。 

 

写真 3 幼稚園の前でのパフォーマンス（筆者撮影） 

 

6. おわりに 

 本研究では、紙幅の都合もあって詳述できな

かった部分もあるが、芸能における「環境」に

関する先行研究を踏まえて、ちんどん屋の事例

をもとに芸能と環境との関係を考察した。今後

はちんどん屋の路上でのやり取りなどの詳細

な記録を活用して、フィールドでの出来事や聞

き取りの結果をもとに、コミュニケーション論

や芸能研究を踏まえながら、ちんどん屋の実践

の独自性と普遍性に関する論考を進めたい。 

先行研究に関しても本研究では芸能史研究

の方法と「環境」概念の関係を要約して示すの

みに留まっている。この点について、音楽やダ

ンスをめぐる論考として、第 1 にアクターネッ

トワーク論と、音楽をジャンルではなく行為と

して扱う方法を示したミュージッキング研究

との関係、第 2 に存在論的転回とサウンドスタ

ディーズとを対比させながら、フィールドでの

事例を交えて考察したい。また、技術習得と継

承について、ちんどん通信社リーダーの林氏が

主催する私塾の「囃子塾」での調査を継続して

いる。2 節で挙げた「内部環境」の観点を踏ま

えると、筋肉、骨格、重心移動などの身体と、

習得した「わざ」との関係に着目した研究を進

める予定である。 
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